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白河酒蔵めぐり
～日本酒を楽しむ～

◎特集
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　「大池の白鳥」（12月７日／表郷梁森）

今月の表紙

　今月号の表紙は、特集テ
ーマのお酒とお正月にちな
んだ写真です。
　特集では、歴史ある市内
３つの蔵元で、伝統を守り
ながらも毎年様々な挑戦を
続ける蔵人の想いを聞きま
した。
　日本酒の楽しみ方なども
紹介していますので、お正
月、家族や友人とおいしい
地酒を味わってみてはいか
がでしょうか。
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誇りと愛着がもてる
　まちづくりを
　　 進めてまいります

瑞々しい感性を育て
　豊かな白河市を
　　築いていきましょう

白河市長　鈴木和夫

白河市議会議長　高橋光雄

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
初
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
市
政
は
も

と
よ
り
、
市
議
会
に
対
し
温
か
い
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
議
員
一
同
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
待
望
の
白
河
文
化
交
流

館
コ
ミ
ネ
ス
が
完
成
し
、
合
併
10
周

年
記
念
式
典
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
大お

お
た
に谷
康や

す
こ子
さ
ん
ら
の
演
奏
、

翌
週
に
は
小こ

ば
や
し林
研け

ん
い
ち
ろ
う

一
郎
指
揮
ハ
ン
ガ

リ
ー
国
立
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
の
演
奏
と
、
超
一
流
の
芸
術
に

接
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
喜
び
を
分
か

ち
合
い
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
装
い
を
一
新
し
て
再
オ

ー
プ
ン
し
た
中
心
市
街
地
市
民
交
流

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶よ

ろ
こ

び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
が
掲
げ
る
地
方
創
生

が
本
格
的
に
動
き
出
し
た
年
で
あ

り
、
本
市
で
も
み
ら
い
創
造
総
合
戦

略
元
年
と
し
て
様
々
な
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
10
月
に

は
、
市
民
待
望
の
文
化
交
流
館
コ
ミ

ネ
ス
が
オ
ー
プ
ン
し
、
石
垣
修
復
が

順
調
に
進
む
小
峰
城
を
背
景
に
、
大

正
浪
漫
漂
う
駅
舎
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
人
気
の
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
と
合
わ

せ
、
白
河
駅
前
が
本
市
の
新
た
な
顔

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
ひ
じ
り
ん
館
の
オ
ー
プ
ン
な

ど
、
市
民
交
流
の
拠
点
と
な
る
施
設

が
充
実
し
、
ま
ち
全
体
が
活
気
を
帯

セ
ン
タ
ー
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
３
階
に
、

介
護
福
祉
専
門
学
校
が
４
月
開
校
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
新
た
な
交
流
拠

点
と
し
て
賑に

ぎ

わ
う
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
三
菱
ガ
ス
化
学
㈱
の

事
業
開
始
や
国
道
２
９
４
号
バ
イ
パ

ス
整
備
な
ど
、
本
市
の
力
強
い
躍
動

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、
議
会
は
市
民
の
皆
様
の
信

頼
と
負
託
に
応
え
る
姿
を
追
求
し
、

各
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
が
積

極
的
に
皆
様
の
所
に
赴
き
、
意
見
交

換
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
、
議
会
は
皆
様
の
最
も
身
近
な

存
在
と
し
て
、
市
執
行
部
と
協
力
し

各
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
福
祉
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
幸
多
い
一
年
と
な
る
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

び
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

迎
え
た
今
年
は
、
従
来
よ
り
進
め

て
き
た
産
業
の
振
興
、
子
育
て
支
援

や
医
療
・
介
護
の
充
実
、
コ
ミ
ネ
ス

を
拠
点
と
し
た
様
々
な
文
化
芸
術

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
子
ど

も
を
中
心
と
し
た
人
へ
の
投
資
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
で
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
人
口
減
少
時
代
の
今
日
、

大
切
な
こ
と
は
住
む
人
が
将
来
に
夢

と
希
望
を
も
ち
、
一
人
ひ
と
り
が
地

域
の
一
員
と
し
て
生
き
生
き
と
活
躍

で
き
る
社
会
を
築
く
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
引
き
続
き
足

元
に
あ
る
資
源
を
磨
き
活
か
し
な
が

ら
誇
り
と
愛
着
が
も
て
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
実
り
多
き
１
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。



歴
史
と
と
も
に
栄
え
た
酒
造
業

　
江
戸
時
代
、
白
河
藩
は
10
万
か

ら
15
万
石
の
城
下
町
で
、
奥
州
街

道
の
宿
場
町
で
し
た
。
ま
た
、
会

津
や
棚
倉
、
水
戸
方
面
に
向
か
う

街
道
の
分
岐
点
で
も
あ
り
、
米
な

ど
が
多
く
流
通
し
た
こ
と
か
ら
、

酒
造
業
が
栄
え
ま
し
た
。
元
禄
10

年
（
１
６
９
７
）
の
記
録
で
は
、

白
河
領
内
の
酒
造
業
者
は
１
８
１

軒
、
う
ち
町
方
の
酒
造
業
者
は
47

軒
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
大お

お
や
ち
ゅ
う
き
ち
ほ
ん
て
ん

谷
忠
吉
本
店
（
本
町
）

と
千せ

ん
こ
ま
し
ゅ
ぞ
う

駒
酒
造
（
年
貢
町
）
が
そ
の

伝
統
と
技
を
受
け
継
ぎ
、
酒
造
業

を
営
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
江
戸
時
代
末
期
、
越
後
高

田
藩
（
新
潟
県
上
越
市
）
の
飛と

び
り
ょ
う領

と
な
っ
た
東
地
域
で
は
、
釜
子

に
陣
屋
が
置
か
れ
、
領
地
の
中

心
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
大
名

か
ら
御
用
蔵
と
し
て
命
を
受
け
た

有あ
り
が
じ
ょ
う
ぞ
う

賀
醸
造
（
東
釜
子
）
が
、
酒
造

り
の
歴
史
を
継
承
し
て
い
ま
す
。

５ ４

大谷忠吉本店

白河酒蔵めぐり

１．阿武隈川の豊かな水　２．谷津田川流域水車群しみず
や跡　３．地下水を汲み上げた滑車（大谷忠吉本店） 　

豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
て

　
白
河
で
酒
造
業
が
栄
え
た
背
景

の
一
つ
に
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
が
あ
り
ま
す
。
西
に
那
須
連
峰
、

南
に
八
溝
山
地
が
連
な
り
、
そ
の

間
を
阿
武
隈
川
が
緩
や
か
に
流
れ

ま
す
。
大
地
を
満
た
し
た
雨
は
養

分
を
蓄
え
、
伏
流
水
と
な
っ
て
酒

造
業
を
支
え
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
程
よ

く
含
ん
だ
軟
水
が
、
香
り
豊
か
で

柔
ら
か
な
口
当
た
り
の
日
本
酒
を

生
み
ま
す
。

　
城
下
町
を
流
れ
る
谷や

ん津
田た

川が
わ

沿

い
に
は
、
か
つ
て
精
米
な
ど
の
動

力
と
し
て
、
多
く
の
水
車
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
酒
蔵
に
は
、

地
下
水
を
汲く

み
上
げ
る
大
き
な
井

戸
が
あ
り
、
滑
車
や
立
派
な
梁は

り

な

ど
が
今
な
お
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
水
と
並
ん
で
日
本
酒
の
味
を
左

右
す
る
の
が
原
料
の
米
。
肥
沃
な

大
地
と
昼
夜
の
気
温
差
に
よ
り
稲

が
力
強
く
根
を
張
り
、
一
粒
一
粒

に
栄
養
の
行
き
届
い
た
良
質
な
米

を
作
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
引
き
出
す

蔵
人
た
ち
の
技
と
酒
造
り
に
か
け

る
想
い
。
こ
の
全
て
が
揃そ

ろ

う
こ
と

で
、
地
域
の
気
候
・
風
土
・
人
が

醸
し
出
す
ふ
る
さ
と
の
味
が
完
成

し
ま
す
。

～日本酒を楽しむ～

本町54 ／☎�2030
⃝営業時間　９:00 ～17:00
⃝定休日　土・日曜日、祝日
http://www.hakuyou.co.jp/

蔵人たちの想い

小峰城

会津街道 水戸街道

石川街道奥州街道

蔵元と兄弟杜氏の絆が造り出したこん身の一滴伝統の「白陽」と兄弟
杜氏こん身の「登龍」

▲街道の分岐点「四
よ つ じ

辻の石標」（本町）

専務　大
お お や

谷　浩
ひ ろ お

男さん　

▲釜子陣屋跡（東釜子）

釜子陣屋

　日本酒は、その地域の自然や風土、人が造り上げたふるさとの味です。全国
新酒鑑評会で４年連続金賞受賞数１位となった本県の酒造業は全国的にも注目
を集めています。
　今月号では、伝統の技を受け継ぎ挑戦を続ける白河の３つの酒蔵を紹介します。

　明治12年（1879）創業。旧奥
州街道に面し、市の歴史的風致形
成建造物に指定されている酒蔵で
す。地元の米・水・人にこだわり、
伝統的な製法と新しい技術を融合
させた酒造りを行っています。
　近年は、お客様のニーズに合わ
せ、純米にこだわり品質の向上に
取り組んでいます。
　定番銘柄は先代から受け継いだ
伝統の「白

はくよう

陽」と新鋭の「登
とりゅう

龍」。

特別純米酒「登龍」は、しっかり
した味わいとスッキリとした後味
が特徴で、５代目で専務の大谷
さんと兄弟杜氏の大

お お き

木英
ひでのぶ

伸さん、
裕
ゆ う じ

史さんが試行錯誤を重ねながら
造り上げたこん身の一滴です。
　原料となる酒米には、食用米の
地元産チヨニシキを使用。「精米に
は苦労しますが、兄弟杜氏の技術
と情熱がこの味を引き出していま
す」と大谷専務は話してくれました。

１

２３

１．旧奥州街道沿いの歴史を感じるたたずまい　２．兄弟杜氏の兄英伸さん（左）と弟裕史
さん（右）　３．丁寧に精米した米　４．店内に並ぶおすすめ商品 　

１

３

４ ２



６７

日
本
酒
を
楽
し
む
豆
知
識 代表　櫻

さ く ら い

井　慶
け い

さん（左）
杜氏　菊

き く ち

地　忠
ち ゅ う じ

治さん（右）

　大正12年（1923）に創業。「千
駒」の名は、かつてこの地域で盛
んだった馬市に由来しています。
代表の櫻井さん、杜氏の菊地さん
をはじめ、社員一丸となって、こ
だわりの酒を造り続けています。
　最近では、原材料にこだわり純
米吟醸や大吟醸などの開発にも力
を入れています。白河ブランド
に認定されている純米吟醸「白河
五百万石」は、地元産100％の米

と水、蔵人たちが丹精こめて作っ
た自慢の一品です。さらに今年は、
杜氏自らが地元萱根で作付けした
酒米を使用し「オール千駒産」で
仕込みます。
　幅広い品揃

そろ

えで、企画商品など
も販売しています。昨年11月には、
ショップ兼ギャラリーをリニュー
アル。「これからも地域に愛される
酒蔵を目指したい」と櫻井代表は
話してくれました。

　江戸時代後半の安永３年（1774）
に創業。歴史ある陣屋の郷で酒造
りの伝統を守り続けている代表の
有賀さん。息子で専務の一

かずひろ

裕さん、
杜氏の裕

ゆ う じ ろ う

二郎さんが新たな酒造り
に挑戦しています。
　大学院の研究員だった裕二郎さ
んは、酒造りの技術を一から学
び、「陣屋」をブランド銘柄へと押
し上げました。「陣屋」特別純米は、
県が酒米として開発した完全契約

栽培の「夢の香」を使用。口当た
りソフトでキレがあり、日本酒本
来の味をしっかりと残した飲み飽
きしない味に仕上げています。
　「今年の陣屋はいい出来」とう
れしそうに話す義裕さん。自身が
開発した「生マッコリ」も有賀醸
造の人気商品です。添加物を加え
ず、米と米こうじだけを使用し、
酒造りの手法を取り入れた他に真
似のできない逸品です。

ラ
ベ
ル
を
読
む

　
か
つ
て
は
酒
税
の
税
率
に
よ
っ

て
１
級
、
２
級
、
特
級
と
「
級

別
」
に
分
か
れ
て
い
た
日
本
酒
の

種
類
。
今
で
は
一
般
酒
（
普
通
酒
）

の
ほ
か
、
吟
醸
酒
、
純
米
酒
、
本

醸
造
酒
な
ど
使
用
原
料
や
精
米
歩

合
、
醸
造
方
法
が
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
も
の
を
、「
特
定
名
称

酒
」
と
い
い
、
８
種
類
に
分
類
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
使
用
米
も
多
様
化
し
「
酒
造
好

適
米
」
と
呼
ば
れ
る
山
田
錦
や

五
百
万
石
な
ど
の
酒
米
も
全
国
で

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
近
年
、
日
本
酒
の
国
内
出
荷
量

が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、
特
定

名
称
酒
の
出
荷
は
着
実
に
伸
び
続

け
て
い
ま
す
。
香
り
や
味
わ
い
、

原
料
米
な
ど
の
品
質
に
こ
だ
わ
り

日
本
酒
を
楽
し
む
消
費
者
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。　

　
み
な
さ
ん
も
日
本
酒
の
魅
力
を

再
発
見
し
、
ふ
る
さ
と
の
味
を
楽

し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

原料にこだわった「大
吟醸」と「純米吟醸」

新年には開運を祈る「生
粋左馬」もどうぞ

千駒酒造

全てにこだわり「オール千駒」でさらなる挑戦

有賀醸造

歴史を語り継ぐ陣屋の郷で生まれた新たな技術

年貢町15-1 ／☎�3057
⃝営業時間　８:00 ～17:00
⃝定休日　日曜日・祝日
http://www.senkoma-shuzou.co.jp/

東釜子字本町96 ／☎㉞2323
⃝営業時間　8:30 ～18:30
⃝定休日　不定休
http://www.arinokawa.net/

代表　有
あ り が

賀　義
よ し ひ ろ

裕さん

泉崎村出身。料理番組
等でおなじみの料理家。
素材の味を生かしたレ
シピを得意とし、自身
が携わる「ふくごはん」
プロジェクトでは、福
島の食材を使ったレシ
ピに合わせ、地酒の紹
介などをしている。

料理家
本
ほ ん だ

田　よう一
い ち

さん

　酒造りで一番大切なのは香りと味のバランス
です。最近は若い人達が酒造りに携わるように
なってきたことで、お酒がいい方向にむいてき
ていると思います。私がこの仕事に就いたばか
りの頃、日本酒の等級といえば、１級酒、２級
酒などでした。今では若い人達が酒造りを学び
高品質な新酒が次々と出てきています。
　しかし、全国から注目されるような酒蔵にな
るためには卓越した技術が必要です。そのため
蔵元には厳しい意見を言わせてもらうこともあ
りますが、これからも品質のいいお酒を造り続
けて欲しいと期待しています。

　中通りは水がシャープなので、スッキリとし
た味わいの日本酒が多く、料理のおいしさを引
き立ててくれます。
　フルーティな香りが好きなら大吟醸、米の香
りを楽しむなら純米酒がおすすめです。和食で
あればどんな料理にも合うので、食中酒として
地元の食材と一緒に味わってみてください。正
月料理ならイカにんじんや浸し豆もいいですね。
　また、自宅で楽しむのであれば、氷などを落
として加水しても飲みやすくなります。グラス
や器、温度を代えて飲み比べをしてみても違っ
た味わいが楽しめますよ。

平成27酒造年度 全国新酒鑑評会
入賞「千駒　大吟醸」

S
サ ケ
AKE C

コ ン ペ テ ィ シ ョ ン
OMPETITION2016

金賞「陣屋　特別純米」

白河小売酒販組合役員。
市内で酒販店を経営。
白河と西郷村の酒販店
でつくる白河良酒会の
代表も務める。

益子酒店（二番町）
益
ま す こ

子　朗
あきら

さん

１．切り妻の屋根が印象的な趣のある外観　２．リニューアルしたショップ兼ギャラリー　
３．酒造りの歴史を育んできた酒蔵内部　４．店内に並ぶおすすめ商品

１．定番「有の川」の大きなのれんが目印の外観　２．団体客の受入も可能な広々とした店
内　３．丁寧に作業を行う仕込みの様子　４．店内に並ぶおすすめ商品

４

３

２

４

３

２ １

１

⃝特定名称酒

⃝日本酒度（任意表示）

⃝精米歩合

吟 醸 酒
精米歩合 60％以下、白米・米こう
じまたはこれらと醸造アルコール
を原料として吟味して製造、香味
・色

し き た く

沢が良好

純 米 酒 白米・米こうじを原料として製造、
香味・色沢が良好

本醸造酒
精米歩合 70％以下、白米・米こう
じ・醸造アルコールを原料として
製造、香味・色沢が良好

　次の分類を基本とし、さらに原料や製造方法
の違いなどによって、「大吟醸酒」「純米吟醸酒」

「純米大吟醸酒」「特別純米酒」「特別本醸造酒」
に分けられます。

　米を精米し（削って）
残った割合をいいます。
数字が小さいほど雑味
が取れスッキリした味
になります。

　日本酒の甘口、辛口の一般的な目安を表
します。マイナス度合いが高いほど甘口と
なり、プラス度合が高いほど辛口となります。

精 米 歩 合
50％以下

玄米 100％

精 米 歩 合
60％以下

原 料 米 五百万石 100％使用
原材料名 米（国産）、米こうじ（国産米）
精米歩合 60％
アルコール度 16 度 （ラベル表記例）

清酒　特別純米酒
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11
月
29
日
、
白
二
小
で
６
年
生
を
対
象

に
、
出
前
授
業
「
お
米
の
学
校
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
白
河
市
産
米
の
消
費
拡
大

お
よ
び
魅
力
発
信
事
業
」
の
一
環
で
実
施

さ
れ
た
も
の
で
、
お
米
の
歴
史
や
文
化
な

ど
の
ほ
か
、
お
米
を
お
い
し
く
炊
き
上
げ

る
コ
ツ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
児
童
ら
が
実
際
に
「
白
河
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
」
を
味
わ
い
、
お
い
し
さ
と
魅

力
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
内
12
の
小
学
校
で
「
お
米

の
学
校
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
本
市
産
米

に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し
な
が
ら
、
今
後

も
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
26
日
、
コ
ミ
ネ
ス
大
ホ
ー
ル
（
会

津
町
）
で
、「
し
ら
か
わ
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス

ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
審
査
員
に
人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「
Ｔ

ザＨ
Ｅ　
Ｂバ

ッ

ク

Ａ
Ｃ
Ｋ　
Ｈホ

ー

ン

Ｏ
Ｒ
Ｎ
」
の
リ

ー
ダ
ー
で
ド
ラ
ム
の
松ま

つ
だ田
晋し

ん
じ二
さ
ん
を
迎

え
、
県
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
13
組
の
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ

を
演
奏
し
、
ゆ
る
や
か
な
ロ
ッ
ク
で
会
場

を
盛
り
上
げ
た
「
ス
テ
ラ
サ
テ
ラ
」
が
最

優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
披
露
さ
れ
、

来
場
し
た
約
５
０
０
人
の
観
衆
を
魅
了
し

ま
し
た
。

　

12
月
３
日
、
り
ぶ
ら
ん
（
道
場
小
路
）

で
、
時
代
小
説
の
名
手
で
あ
る
直
木
賞
作

家
、
山や

ま
も
と本
一い

ち
り
き力
さ
ん
を
招
き
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
山
本
さ
ん
は
、
戊
辰
戦
争
の
際
に
長
州

藩
の
兵
士
た
ち
が
故
郷
へ
持
ち
帰
り
、
今

も
山
口
県
内
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
白
河

踊
り
」
や
白
河
で
出
会
っ
た
人
と
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
白
河
人
の

心
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
「
人
を
気
遣
う

心
」
の
大
切
さ
な
ど
を
語
り
ま
し
た
。

　
会
場
に
詰
め
か
け
た
約
２
０
０
人
の
聴

衆
は
、
山
本
さ
ん
の
世
界
観
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　
11
月
23
日
、
表
郷
総
合
運
動
公
園
（
表

郷
番
沢
）
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
天
狗

山
山
開
き
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
集
ま

っ
た
約
６
５
０
人
の
参
加
者
が
、
晩
秋
の

里
山
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
四
季
折
々
の
景
色
が
楽
し
め
る
天
狗
山

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
お
も
て

ご
う
里
山
ク
ラ
ブ
が
開
催
し
た
も
の
で
、

登
山
道
に
は
、
木
づ
ち
を
叩
い
て
天
狗
を

呼
ぶ
と
い
う
雲
板
や
出
会
い
の
鐘
な
ど
が

設
置
さ
れ
、
参
加
者
は
思
い
思
い
に
山
頂

を
目
指
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、

豚
汁
が
振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
恒
例
の
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
２
日
、
Ｊ
Ｒ
白
河
駅
前
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
恒
例
の
「
白
河
駅
前
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
市
中
心

市
街
地
活
性
化
協
議
会
が
、
ま
ち
な
か
の

に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
に
白
河
建
設
親
和

会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
「
み
ん
な
の
ヒ
カ
リ
２
０
１
６

～
未
来
へ
と
続
く
道
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

同
駅
前
か
ら
白
河
文
化
交
流
館
コ
ミ
ネ
ス

（
会
津
町
）
ま
で
の
街
路
樹
に
、
約
３
万

個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
が
飾
り
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
歩
道
に
設
置
さ
れ
た
光
の
ト
ン
ネ
ル

出
前
授
業
「
お
米
の
学
校
」

お
米
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぶ

し
ら
か
わ
バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト

熱
気
あ
ふ
れ
る
ロ
ッ
ク
ス
テ
ー
ジ

市
立
図
書
館
利
用
促
進
講
演
会

後
世
に
伝
え
た
い
白
河
人
の
心

日
本
一
遅
い
山
開
き
天
狗
山
登
山

晩
秋
の
里
山
を
満
喫

白
河
駅
前
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

１
月
31
日
ま
で
開
催

▲熱いステージを繰り広げた参加者

▲講師の説明を熱心に聞き入る児童

▲講演をする山本さん ▲登山を楽しむ参加者

Topicｓ

１．歩道を彩る街路樹の電飾　２．やわらかな光に包まれた白
河駅　３．鮮やかに輝く光のトンネル　４．関係者による点灯
式の様子　５．ペットボトルで作られたクリスマスツリー　

で
は
、
無
数
の
明
か
り
が
夜
空
に
輝
く
星

の
よ
う
に
、
神
秘
的
な
空
間
を
演
出
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
広
場
で
は
白
河
商
工
会
議
所

青
年
部
の
主
催
に
よ
る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ツ
リ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
市
内

小
・
中
学
校
、
高
校
、
企
業
な
ど
に
よ
る
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
が
飾
ら
れ
、
優
秀
作
品
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
は
１
月
31

日
㈫
ま
で
の
間
、
午
後
５
時
か
ら
午
前
０

時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
心
を
癒
す

美
し
い
輝
き
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

１

５

３ ２

４
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新新

誕
生

た
な
交
流
創
造
空
間

生
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

【利用案内】 【駐車場】
⃝開館時間　
　午前９時～午後９時
⃝休館日　
　年末年始（12月28日～１月４日）
⃝問い合わせ先　
　㈱楽市白河（マイタウン白河１階管
　理事務所）☎�7595
※会議室の利用など、詳しくはお問い
　合わせください。

　
昭
和
46
年
に
建
設
さ
れ
、
す
で
に
40
年
以
上
が
経
過
し
て

い
る
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
は
、
経
年
に
よ
る
老
朽
化
や
震
災
な

ど
に
よ
る
劣
化
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
リ
フ
ァ
イ
ニ

ン
グ
建
築
※
を
採
用
し
た
大
規
模
改
修
で
再
生
し
ま
し
た
。

　新生マイタウン白河は、これまで以上により自由な
交流、より幅広い市民活動をサポートし、市民１人ひ
とりが魅力を発揮できる場所として生まれ変わりまし
た。
　会議室や多目的スペースを充実させ、新たに飲食・

地下階 視認性を高めた階段

　新しく生まれ変わった施設は、建物中央部にトップ
ライトと吹き抜けを設けることで、明るく開放的な空
間を演出しています。また、地下階につながる大工町
通りにエントランスを新たに設けることで、施設内外
の回遊性を高めました。

明るく開放的な空間市民１人ひとりが魅力を発揮できる場所へ

３階（学びのフロア）　〝介護福祉専門学校が開校〟

　４月に「しらかわ介護福祉専門学校」が開校することか
ら、吹き抜けをスチールパーテーションで囲むなど、独立
性を重視したフロアになっています。
　専門学校の設置は、若年世代による施設利用の機会を増
やすとともに、新しい地域づくりの起爆剤として期待され
ます。

フ ロ ア 紹 介

物販系チャレンジショッ
プや４月に開校する「し
らかわ介護福祉専門学
校」が入居するなど、若
者を中心とした自由で幅
広い交流も期待されてい
ます。

外観（大工町側）

外観（本町側）

地下階（楽しむフロア）　〝新たな人の流れの創出〟

　大工町通りに地下階につながるエントランスを設け、旧
奥州街道へ結ぶ通りとして人の流れを作るとともに、カフ
ェや飲食店など人々が集うテナントを誘致しました。また、
音楽活動などにも利用できる会議室を配置し、市民の文化
活動をサポートします。 カフェ（りとるえる）大工町エントランス

吹き抜け

４階（チャレンジのフロア）　〝利用者の多様なニーズに対応〟

　多目的広場や調理実習室などを配置し、利用者の学習ス
ペースや趣味の料理教室の場として活用できるフロアにし
ました。また、屋外には那須連峰や友月山を望む展望デッ
キを配置しました。

多目的広場調理実習室

２階（多世代交流フロア）　〝世代を超えた交流を促進〟

　ファミリースペースやキッズスペースなどを配置し、親
子連れが利用しやすいフロアにしました。また、会議室や
休憩スペースを充実させ、サークル活動やカルチャー教室
など市民の様々なニーズに応えます。

キッズスペース おひさまひろば

１階（いきいき活動フロア）　〝解放感あふれる施設の顔〟

　交流スペースや総合案内のほか、絵画や写真など市民活
動の発表の場となるギャラリーを設置しました。また、物
販を主流としたテナントやチャレンジショップを配置し、
創業を志している方々をサポートします。

チャレンジショップアートギャラリー

セントラルパーキ
ングをご利用の際
は、マイタウン白河
１階カウンターで
サービス券をお渡
しします。

※リファイニング建築とは、新築に比して低廉なコストのほか、廃材を大幅
　に減量でき環境に優しいだけでなく、構造躯体の軽量化や補強をすること
　で、新築同等の耐震性などを備えることができる先進的な工法です。

〝市民の自由な交流、幅広い活動を創造〟



白河合同庁舎

コミ
ネス

りぶらん
（市立図書館）

コミネス

しらかわカタール
スポーツパーク
（総合運動公園）
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公共施設で公衆無線ＬＡＮ
が利用できます

問本庁舎観光課　内2212

　街なかでの情報収集・発信の場を拡充し、訪日
外国人を含む旅行者や市民の利便性向上を図るた
め、公共施設や観光地で公衆無線ＬＡＮのサービス
を提供しています。アクセスポイントから、無料
で接続できますので、お気軽にご利用ください。

①各端末でWi-Fiの設定をオンにします。
②表示される接続先ネットワーク名（SSID）のう
　ち、「Shirakawa City Wi-Fi」または「Shirakaw
　a_City_Wi-Fi_Plus」を選択します。
③インターネットを開くと、自動的に接続案内ページ
　が表示されるので、「インターネットに接続する」を
　選択します。
④画面に表示される利用規約に同意し、メールアド
　レス、またはＳＮＳアカウントによる接続認証手続き
　を行うと公衆無線ＬＡＮに接続することができます。

▲主題歌を歌うＳＡＬＴＩＥさん

《公衆無線ＬＡＮアクセスポイント》

《アクセスポイントでの接続方法》

空き家バンク事業 第22回中山義秀文学賞
「贈呈式・受賞記念講演会」

　市では、空き家の売却または賃貸を希望す
る所有者と、空き家の利用を希望する方を結
びつける「空き家バンク」を設置しています。
　空き家バンクへ登録すると、物件の交渉契
約を宅地建物取引業者が仲介し行います。ま
た、一定の条件で空き家の改修費の補助（上
限150万円、事業費の1/2以内）や、家財処分
費の支援を受けることができます。
　空き家を所有している方、または空き家を
探している方、登録は無料ですので、ぜひ登
録しご利用ください。

※12月15日現在、11件の空き
　家が登録されています。登
　録条件など、詳しく
　は市ホームページを
　ご覧ください。

◀映画「おとめ桜」
　公式フェイスブ
　ック

　第22回中山義秀文学賞の贈呈式と、受賞作
「眩

くらら

」の著者、朝
あ さ い

井まかてさんの受賞記念講
演会を開催します。ぜひご参加ください。

⃝日　時　２月５日㈰／午後１時30分から
⃝会　場　白河信用金庫西支店新白信ビル（立
　　　　　石）
⃝入場料　無料
⃝内　容　贈呈式、記念講演、サイン会
⃝演　題　「眩」の舞台裏～ある小説ができる
　　　　　まで～

問本庁舎企画政策課　内2325 問中山義秀顕彰会☎�3614

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２

◦日にち　２月11日㈷
◦会　場　天神町・中町・本町
◦出店時間　午前９時～午後７時30分
◦交通規制　午前８時～午後８時30分

■どんど焼き
◦会場・時間　
　①天神神社（中央公
     民館北側）／午前    
     ８時～午後５時
　②本町地内（東邦・  
     大東銀行白河支店   
     南側）／午前８時 
      ～午後３時

◦臨時駐車場　中央中、白河合同庁舎、白河厚生総合
　　　　　病院、ＪＲＡウインズ新白河など
◦シャトルバス　　①ＪＲ白河駅～白河病院前バス停、②ＪＲ
　　　　　白河駅～白河合同庁舎
※当日は、市循環バス・福島交通のバス路線が変
　更になります。また、渋滞によりバス発着が遅
　れる場合があります。詳しくは、ＪＲバ
　ス関東白河支店（☎�0489）・福島交
　通白河営業所（☎�3151）までお問い
　合わせください。

白河だるま市

問白河まつり振興会☎�1147

イベント
Ｅｖｅｎｔ

イベント
Ｅｖｅｎｔ

お知らせお知らせ
ＮｅｗｓＮｅｗｓ

　竹
た け な か

中直
な お と

人さん・高
た か き

樹澪
み お

さん・えのきさりなさん
らが出演し、本市を舞台に撮影された短編映画
「おとめ桜」の完成披露試写会が開催されます。
　出演者による舞台挨拶のほか、映画の主題歌を
歌うＳ

ソ ル テ ィ

ＡＬＴＩＥさんのミニライブも行いますので、ぜ
ひお越しください。
◦日　時　２月４日㈯／午後２時15分から
　　　　　※開場は午後２時から
◦会　場　コミネス小ホール（会津町）
◦入場料　無料
◦観覧方法　本庁舎観光課、白河観光物産協会、白
　　　　　河商工会議所で入場券を配布します。
◦定　員　250人　※先着順
◦配布日時　１月10日㈫から／平日の午前９時から
　　　　　午後５時まで

問本庁舎観光課　内2214

映画「おとめ桜」試写会イベント
Ｅｖｅｎｔ

©新潮社

施設名 接続範囲 SSID
白河市役所（八幡小路） １階ロビー

Shirakawa 
City Wi-Fi

楽蔵（中町） 敷 地 内
マイタウン白河（本町） １階フロア
集古苑（郭内） 館 内
白河観光物産協会（郭内） 事務所付近
翠楽苑（五郎窪山） 館 内
楽

ら ら

楽「らくおう」（南湖） 館 内
境の明神（白坂） 社務所内
関の森公園管理棟（旗宿） 館 内
きつねうち温泉（東釜子） 館 内
城山公園・小峰城跡（郭内） 城山公園内 Shirakawa_

City_Wi-Fi_
Plus 

南湖公園 芝生広場付近
聖ヶ岩ビジターセンター（大信隈戸）敷 地 内

《会場案内図》
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こんな調子だげんちょも今年もよろしく

1415

ラウンジ　～様々な情報をお届け～
ちょっといいはなし 話題レポート

　11月29日、白河人権擁護委
員の柳

やなぎ

惠
け い こ

子さん（本町）が、
法務大臣表彰の受賞報告に訪
れました。
　永年にわたり、人権擁護活
動に尽力されたことが評価さ
れたものです。

　12月１日、本市スポーツ推
進委員の穂

ほ づ み

積忠
た だ よ し

芳さん（表郷
金山）が、文部科学大臣表彰
の受賞報告に訪れました。
　永年にわたり、地域スポー
ツの推進に貢献されたことが
評価されたものです。

　12月８日、佐
さ と う

藤勝
か つ よ し

吉さん
（桜町）が、全国自治会連
合会表彰の受賞報告に訪れま
した。永年にわたり、町内会
長として、地域活動の推進な
どに尽力されたことが評価さ
れたものです。

　11月14日、鈴
す ず き

木きよ子さん
（東上野出島）が、文部科学
大臣表彰の受賞報告に訪れま
した。永年にわたり、地域に
根ざした放課後こども教室の
運営活動に尽力されたことが
評価されたものです。

　11月29日、農事組合法人入
方ファーム（有

あ り が

賀良
よ し お

雄代表理事）
が、平成28年度豊かなむらづ
くり全国表彰事業農林水産大
臣賞の受賞報告に訪れました。
これまでの地域づくり活動が
評価されたものです。

文部科学大臣表彰を受賞

法務大臣表彰を受賞

文部科学大臣表彰を受賞

「全国わがまちＣＭコンテスト」で
最優秀賞を受賞

全国自治会連合会表彰を受賞

第
10
回
記
念
宗そ
う
ぎ祇
白
河
紀
行
連
句
賞

　公募シナリオを基に制作した30秒のCM「ホット一
息！白河の関」が、全国わがまちCMコンテストで最終
選考に選ばれた50作品のなかから見事、最優秀賞に輝
きました。
　当市の名所「白河の関」を舞台に、現代にタイムスリ
ップした芭

ばし ょ う

蕉と曾
そ ら

良が再び白河を訪れる内容で、二人の
掛け合いが楽しいコミカルなＣＭに仕上がっています。
　CMは、市ホームページ、市公式Ｆ

フ ェ イ ス

ａｃｅｂ
ブ ッ ク

ｏｏｋのほか市
公式Y

ユ ー

ouT
チ ュ ー ブ

ubeチャンネルで視聴できますので、ぜひご覧
ください。

あ ら す じ
現代にタイムスリッ
プした松尾芭蕉。　
講演会の仕事で毎日
毎日、大忙しです。

仕事で疲れた心を癒
やすため、久しぶり
に白河へと出掛けま
す。

さて、思い出の場所
「白河の関」で、今
回はどんな句が詠ま
れるのでしょうか。

問本庁舎秘書広報課　内2373

復興公営住宅鍵引き渡し式
　12月５日、県が整備を進めていた復
興公営住宅「南湖南団地（鬼越）」と
「白坂団地（一里段）」が完成し、鍵
の引き渡し式が行われました。
　両団地合わせて20棟40戸が整備され、
双葉町民20世帯のほか、合計33世帯の
入居が予定されています。
　鍵の引き渡し式では、鈴木県南建設
事務所長から入居者代表にレプリカキ
ーが手渡され、関係者がテープカット
を行いました。

▲テープカットの様子

▲受賞者のみなさん（中学生以下の部）
◀百

ひゃくいん

韻奉納の様子
　第 10回 の記念
開催となる今年は、
市民等で巻き上げ
た百韻を鹿嶋神社
に奉納しました。
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０
０
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お
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み

田
王
唇
に
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舞
台
に
も
イ
マ
ド
キ
言
葉
広
が
っ
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白
妙
の
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や
月
の
天
津
袖

　
と
ん
ぼ
の
羽
が
キ
ラ
キ
ラ
光
る

サ
ッ
ク
ス
の
音
色
が
響
く
那
須
の
嶺 高た

か
や
ま山
英え

い
こ子
さ
ん

（
千
葉
県
茂
原
市
）

齋さ
い
と
う藤
海の

あ杏
さ
ん

（
白
二
中
）

▼
一
般
の
部
　
大
賞　

▼
高
校
生
の
部
　
優
秀
賞
　

▼
中
学
生
以
下
の
部
　
優
秀
賞
　

近こ
ん
ど
う藤
彩あ

や
か加
さ
ん

（
会
津
ザ
ベ
リ
オ
高
）

農林水産大臣賞を受賞

◦市公式Youtube
　チャンネル

◦市公式Ｆａｃｅｂｏｏｋ

　広報しらかわ12月１日号14ページ「ちょっといいはなし」
で氏名に誤りがありましたので、おわびして訂正します。

（正）大槻　安生　様
（誤）大槻　安男　様



【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00 ～20：00　
　土・日・祝日／９：30 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日
　※祝日の場合は開館し、翌日
　　は休館　
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、第１水曜日
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日、祝日の
　翌日
《絵で見るお話の会》
　１月から３月まではお休み
　です。
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　祝日、火曜日、月末日
《図書館で遊ぼう》
　毎日／視聴覚室使用日を除く
　※０歳～７歳対象

17 16

Library information

～新刊の一部を紹介～

なぜ日本のフランスパンは世界一に
なったのか　パンと日本人の150年

まんが新白河原人ウーパ！

おじいとおばあの沖縄ロッ
クンロール

だれのおとしもの

ギュレギュレ！

阿古真理

守村　大

武藤新二

種村有希子

斉藤洋　作／樋口たつの　絵

　日本人が食事にパンを取り入
れてから、どのように食生活が
変化したのかが書かれています。
「食」に関する現代の動きから、
作者のパンに対する熱い思いを
感じてみてはいかがでしょう。

　白河の山を切り開き、ログ
ハウスからサウナ小屋、薪窯
までセルフビルドし、自給自
足の生活を描いてきた漫画の
最新巻。ついに震災編が描か
れます。

　沖縄に実在する65歳以上のロ
ックンロールコーラス隊「ONE 
VOICE」。メンバーが集まらなか
ったり、歌詞が覚えられなかった
りしますが、皆さんの第２の人生
を楽しむ姿から元気をもらえます。

　雪の日に見つけた「おとしもの」。
１つだけではなく、道を歩くた
びに見つかります。手袋、青いマ
フラー、くだもの。おとしものを
した人はどんな人なのでしょうか。
想像しながら読んでみてください。

　ある朝、１人暮らしのわた
しのマンションに、不思議な
トルコ人のセールスマンがや
ってきて…。２人のちぐはぐ
なやりとりがおもしろく、ユ
ーモアあふれるお話です。

⃝一般図書

り ぶ ら ん
市立図書館

⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
わ
が
母
の
記
」

▽
日
時　
１
月
18
日
㈬
／
午
後
６
時
～
８
時

▽
内
容　
「
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節
」

▽
日
時　
２
月
４
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
ル
パ
ン
Ⅲ
世　
風
魔
一
族
の

陰
謀
」

▽
日
時　
１
月
21
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
２
時
20
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

　
お
は
な
し
の
小
屋
で
行
っ
て
い
ま
す
。

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
１
月
19
日
㈭
、
２
月
２
日
㈭
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
１
月
28
日
㈯
、
２
月
11
日
㈷
／

午
前
11
時
～
11
時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
１
０
０
年
目
、
漱
石
と
出

会
う
」

　
今
月
は
、
先
月
に
引
き
続
き
夏
目
漱
石

を
特
集
し
ま
す
。
今
年
は
生
誕
１
５
０
年

と
い
う
記
念
の
年
で
す
。
明
治
時
代
に
活

躍
し
、
後
世
の
文
学
や
思
想
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
文
豪
で
あ
る
夏
目
漱
石
。
そ

ん
な
漱
石
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
学
び

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
ぬ
く
ぬ
く
で
わ
く
わ
く
な

楽
し
い
冬
！
」

　
雪
だ
る
ま
に
か
ま
く
ら
な
ど
、
冬
は
雪

遊
び
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
わ
く
わ
く
す
る

季
節
。
思
い
っ
き
り
外
で
遊
ん
だ
あ
と
は
、

ぬ
く
ぬ
く
お
家
で
温
ま
ろ
う
。
冬
に
関
す

る
お
話
や
、
ほ
っ
と
温
か
く
な
る
お
話
を

集
め
ま
し
た
。

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
駐
車
場
の
利
用
に
対
す
る
お
願
い
》

　
図
書
館
駐
車
場
は
、
図
書
館
・
商

工
会
議
所
に
毎
日
た
く
さ
ん
の
方
々

が
訪
れ
、
利
用
集
中
に
よ
り
満
車
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
交
流
会
議
室
で
の
大
き
な
会

議
な
ど
で
は
、
公
共
交
通
機
関
や
車

の
乗
り
合
せ
に
よ
る
ご
来
場
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
る
こ
と
で
、
図
書
館
駐
車
場
に
車

が
停
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
コ
ミ
ネ
ス
ご
来
場
の
際
は
、

コ
ミ
ネ
ス
駐
車
場
（
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

⃝チケット販売・問い合わせ先　コミネス☎�5300

⃝その他のイベント情報・詳細はホームページをご
　覧ください。http://www.cominess.jp

　コミネスにご来場の
際は、コミネスより東
北本線の線路を挟み北
側のコミネス専用駐車
場をご利用ください。
　図書館西側の駐車場
は、図書館利用者の優
先駐車場となります。

⃝児童図書

　東日本大震災の記憶を、女優の竹下景子さんが音
楽とともに語ります。
▷日　時　３月４日㈯／午後２時
　　　　　30分開演　
▷場　所　コミネス大ホール
▷出演者　竹

た け し た

下景
け い こ

子（朗読）ほか
▷入場料　無料（要整理券）　
　　　　　※未就学児入場不可
▷応募方法　往復はがきに次の必要事項を記入し、お
　申し込みください。はがき１通につき１人のみの
　応募です。応募多数の場合は、抽選になります。
《往信面の裏》イベント名、氏名、住所、電話番号
《返信面の表》郵便番号、住所、氏名
▷応募期限　１月14日㈯まで　※当日消印有効
▷送付先　〒961-0075　白河市会津町１-17　白河
　　　　　文化交流館コミネス「かたりつぎ」係

▷日　時　２月25日㈯／午後２
　　　　　時開演
▷場　所　コミネス大ホール
▷出演者　サクソフォン四重奏
　　　　　「Ｑ

ク ワ チ ュ ー ル

ｕａｔｕｏｒ Ｂ
ベー

」
▷入場料　500円　※全席自由
▷発売日　友の会先行　１月20日㈮／午前９時から
　　　　　一般　１月23日㈪／午前９時から

チケット販売情報～開館記念事業～
《かたりつぎ　～朗読と音楽の集い～》

《Ｑｕａｔｕｏｒ Ｂ	 ワンコインコンサート》

《コミネス駐車場のご案内》

コミネス２月の自主事業



谷
た に

文
ぶ ん

晁
ちょう

筆　真
し ん く ん

君之
の

図
ず

（白河市歴史民俗資料館蔵）
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Facilities information

施 設 情 報

▶歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日（１月９日㈷は開館し翌
　　　  　10日㈫は休館）
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示　「白河の歴史と文化」

▶白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日（１月９日㈷は開館し翌
　　　  　10日㈫は休館）
◦入館料　大人320円（250円）／小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生無料
※展示替えのため、１月23日㈪から26日㈭まで
　休館します。
【催し案内】
◇結城家古文書館
　「重要文化財　白河結城家文書と中世の美術」
　ミニテーマ展「江戸時代の結城家－結城家の
その後ー」

◦会　期　１月27日㈮から

◇阿部家名品館
　「伝来の遺宝と阿部家歴代」
◦会　期　１月27日㈮から

◇企画展
　「縁起ものの美術」
◦会　期　１月22日㈰まで

　
今
か
ら
１
５
０
年
前
の
慶
応
３

年（
１
８
６
７
）、白
河
は
２
４
０

年
ぶ
り
に
「
藩
」
の
な
い
正
月
を

迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

阿
部
家
で
84
年
ぶ
り
６
人
目
の
老

中
と
な
っ
た
藩
主
正
外
の
政
治
的

決
断
が
関
係
し
て
い
ま
し
た
。

《
白
河
藩
主
と
な
る
ま
で
》

　
正
外
は
、
白
河
藩
阿
部
家
の
一

族
、
旗
本
阿
部
家
の
生
ま
れ
で
す
。

家
を
継
ぐ
と
、
大
老
井い

い伊
直な

お
す
け弼
に

注
目
さ
れ
て
禁き

ん

裏り

付づ
き

（
天
皇
の
御

所
警
備
な
ど
を
担
当
）
と
な
り
、

孝こ
う
め
い明
天て

ん
の
う皇
の
妹
、
和か

ず
の
み
や宮
の
将
軍
徳と

く

川が
わ

家い
え
も
ち茂
へ
の
輿
入
れ
も
担
当
し
ま

し
た
。
そ
の
後
外
国
奉
行
や
江
戸

北
町
奉
行
も
務
め
、元
治
元
年（
１

８
６
４
）に
白
河
藩
主
阿
部
正ま

さ

耆ひ
さ

の
養
子
と
な
り
、家
を
継
ぎ
ま
し
た
。

《
老
中
と
し
て
の
奮
闘
》

　
正
外
は
藩
主
就
任
後
、
老
中
に

抜
擢
さ
れ
ま
す
。
幕
府
が
才
能
に

白
河
歴
史
人
物
伝

白
河
藩
最
後
の
老
中

阿あ

べ部
正ま

さ

外と（
う
）

Vol.９

期
待
し
た
た
め
と
も
い
い
ま
す
。

　
し
か
し
幕
末
は
、
天
皇
が
政
治

に
関
わ
り
、
京
都
に
い
た
一ひ

と
つ
ば
し橋

慶よ
し
の
ぶ喜
や
会
津
藩
・
桑
名
藩
が
天
皇

の
代
弁
者
と
し
て
老
中
と
対
立
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
慶
応
元
年（
１
８
６
５
）、
大
坂

に
い
た
正
外
ら
一
部
の
老
中
は
、

外
国
か
ら
兵
庫（
神
戸
）開
港
の
強

い
要
求
を
受
け
ま
し
た
。
戦
争
も

辞
さ
な
い
そ
の
姿
勢
に
、
正
外
ら

は
朝
廷
の
許
可
を
得
る
前
に
、
開

港
を
決
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
慶
喜
か
ら
抗
議
を
受

け
、
次
い
で
朝
廷
も
正
外
ら
を
官

位
剥
奪
処
分
と
し
た
た
め
老
中
も

免
ぜ
ら
れ
、
白
河
で
の
謹
慎
と

な
っ
た
の
で
す
。
翌
年
６
月
に
は
、

隠
居
と
子
正ま

さ
き
よ（
し
ず
）

静
の
相
続
、
棚
倉
へ

の
転
封
が
命
じ
ら
れ
、
白
河
藩
の

消
滅
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
正
外
は
そ
の
後
、
政
治
に
関
与

せ
ず
、明
治
20
年（
１
８
８
７
）
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
老
中
と
し
て
政
治
に
奔
走
し
な

が
ら
も
、
朝
廷
と
の
対
立
で
処
分

を
受
け
た
正
外
は
、
幕
末
の
政
治

混
乱
に
翻
弄
さ
れ
た
一
人
だ
っ
た

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

(

１
８
２
８
～
１
８
８
７)

阿部正外肖像写真
『國事鞅掌報効志士人
名録第壱輯』（史談会編、
明治44年）より

阿部正外筆「寿
じゅ
」

（白河市歴史民俗資料館蔵）
※1/22まで白河集古苑で展示中

白河で活躍するALT（外国
語指導助手）を紹介！

コートニー・ベン先生
（アメリカメリーランド州）
問本庁舎学校教育課　内2365

▲手作りのアップルローズパイ

　こんにちは。コートニーです！
私の故郷はアメリカのメリーラン
ド州。メリーランド州は、東部
の大西洋岸にあり、ワシントン
D.C.に隣接する、最も歴史の古い
州のひとつです。
　白河に来て今年で４年目になり
ました。最近では、買い物をして
いるときに、教え子から声を掛け
られることも増え、うれしく思い
ます。
　趣味は読書と写真を撮ることで
す。休日にはいろいろな所に出掛
けて、写真を撮ってます。阿武隈
川沿いのサイクリングロードに咲
く、桜並木の風景が私のお気に入
りです。

はじめまして！

英語で一言！
"I
アイ

 c
キャント

an't" i
イ ズ

s a
ア

 l
ラ イ

ie f
フォ

or g
ギビング

iving           
　u

アップ

p t
トゥ

o e
アーリィ

arly.
（「できない」と言う前に諦めない！）

▶マイタウン白河（本町２／☎�7595）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後９時
◦休館日　年末年始（１月４日㈬まで）
【催し案内】
◇第62回白河市総合美術展覧会
◦開催期間　１月25日㈬～29日㈰

▶大信公民館（大信増見字北田58 ／☎㊻2511）
◇ロビー展
◦開催期間　１月13日㈮～30日㈪
◦内　容　大信地区小中学校の書初め展

◦開催期間　２月１日㈬～24日㈮
◦内　容　布絵展

▶ひじりん館（大信増見字北田76-1 ／☎㊻3500）
◇団子さしの展示
⃝日　時　１月10日㈫～18日㈬／午前９時～
　　　　　午後６時

▶東文化センター（東釜子字狐内47 ／☎㉞1131）
◇新春お笑い演芸会
◦日　時　１月25日㈬／
　　　　　午後６時開演
◦入場料　3,500円（全席指定）
　　　　　チケット好評発売中
◦出　演　三

さ ん ゆ う て い え ん ら く

遊亭円楽、母
ははごころ

心、
　　　　　桂

かつら

竹
た け

もん　ほか
問きつねうち温泉☎㉞1126

◇第22回白河市東音楽フェスティバル
　～ふるさとの空にひびく心の音色～
◦日　時　２月５日㈰／午後１時から
◦入場料　無料
◦出　演　スクロール弦楽合奏団ほか
問本庁舎文化振興課　内2384

▶きつねうち温泉（東釜子字狐内47 ／☎㉞1126）
◇おかちゃん新春お笑いライブ
◦日　時　１月１日㈷／①午後１時から
　　　　　　　　　　   ②午後６時から

◇ご来館者260万人達成！感謝祭
◦日　時　１月14日㈯／午後１時から
◦内　容　まぐろ解体ショー＆振る舞い・販売会

Hello,fro
m

Around 
the World

ALT通信
　料理も勉強中です。先日、図書
館で本を借りて、アップルローズ
パイに挑戦しました。皆さん、こ
れからもよろしくお願いします！
（次回に続く）



募
集

案
内

平
成
29
年
度
前
期
福
島
県

文
化
振
興
財
団
助
成
事
業

女
性
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

支
援
講
座

相
続
登
記
公
開
講
座
～
相
続
が

争
続
と
な
ら
な
い
た
め
に
～

「
敬
老
祝
い
商
品
券
」

の
有
効
期
限

福
島
大
学
白
河
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
後
期
講
座

消
費
者
教
育
講
演
会

文
化
財
防
火
デ
ー

白
河
准
看
護
学
院
生
徒

初
心
者
茶
道
体
験
教
室

市
小
規
模
修
繕
等
契
約

希
望
者
登
録
受
付

指
定
管
理
者
の
公
募

　
小
規
模
事
業
者
の
受
注
機
会
を

拡
大
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、
市
が
発
注
す
る
小
規

模
な
修
繕
（
50
万
円
未
満
）
に
つ

い
て
登
録
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
受
付
期
間　
随
時
（
平
日
の
み
）

◦
登
録
対
象
業
種
　
①
大
工
工
事

②
ガ
ラ
ス
・
サ
ッ
シ
工
事　
③
畳

工
事　
④
ふ
す
ま
・
障
子
・
建
具

関
係
工
事　
⑤
壁
紙
貼
付
工
事　

⑥
そ
の
他
の
小
規
模
な
工
事

◦
資
格
　
市
内
に
主
た
る
事
業
所

ま
た
は
住
所
を
有
す
る
方
。
た
だ

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

方
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

①
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
に
よ

り
工
事
等
請
負
有
資
格
業
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方　
②
登
録

を
希
望
す
る
業
種
に
関
し
て
必
要

な
資
格
も
し
く
は
免
許
ま
た
は
実

績
の
な
い
方　
③
登
録
を
希
望
す

る
業
種
を
履
行
し
な
い
お
そ
れ
の

あ
る
方
（
破
産
者
で
復
権
を
得
て

い
な
い
方
な
ど
）　
④
市
税
を
滞

納
し
て
い
る
方

◦
申
込
方
法
　
申
請
書
（
市
ホ
ー

室
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

◦
テ
ー
マ　
「
歴
史
資
料
か
ら
地

域
を
語
る
」

◦
日
に
ち　
①
２
月
12
日
㈰
、
②

２
月
19
日
㈰
、
③
３
月
５
日
㈰
、

④
３
月
19
日
㈰
、
⑤
３
月
20
日
㈷

◦
講
師
　
①
・
④
・
⑤
福
島
大
学

教
授　
阿あ

べ部
浩こ

う
い
ち一
氏
、
②
・
③
同

准
教
授　
小こ

ま
つ松
賢け

ん
じ司
氏

◦
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

◦
会
場
　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会

議
室
（
道
場
小
路
）

◦
受
講
料
　
▽
一
括
受
講
（
５
講

座
分
）
４
、
０
０
０
円　
▽
個
別

受
講
（
１
講
座
分
）
1
、
０
０
０
円

◦
定
員
　
各
40
人　
※
先
着
順

◦
申
込
期
間
　
１
月
５
日
㈭
～
２

月
３
日
㈮

◦
申
込
方
法
　
受
講
料
を
添
え
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３
８

３◦
受
験
資
格
　
高
校
卒
業
（
見
込

み
を
含
む
）、
ま
た
は
同
等
の
学

力
を
有
す
る
方
（
中
学
校
卒
業
で

も
履
修
が
可
能
と
認
め
ら
れ
る
方

を
含
む
）
※
年
齢
・
性
別
不
問

◦
定
員
　
30
人

◦
参
加
費　
無
料　
※
要
申
込

◦
申
込
期
間　
１
月
５
日
㈭
～
25

日
㈬　

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３
８
３

　
（
公
財
）
福
島
県
文
化
振
興
財

団
で
は
、
文
化
活
動
支
援
を
目
的

に
次
の
事
業
に
対
し
、
助
成
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

◦
対
象
事
業　
▽
４
月
１
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
に
行
う
事
業　
成

果
発
表
事
業
、
発
表
会
等
へ
の
参

加
事
業
、
被
災
者
文
化
活
動
支
援

事
業
等　
▽
４
月
１
日
か
ら
平
成

30
年
３
月
31
日
ま
で
に
行
う
事
業

文
化
振
興
に
よ
る
地
域
づ
く
り
事

業
、
伝
統
文
化
の
保
存
・
継
承
・

発
展
事
業
、
文
化
財
の
保
護
事
業

※
詳
し
く
は
、
県
文
化
振
興
財
団

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
平
成
29
年
度
よ
り
、
助
成
事

業
の
内
容
が
変
更
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
者　
県
内
に
住
所
ま
た
は

活
動
の
本
拠
を
有
す
る
文
化
団
体

等◦
受
付
期
限　
２
月
28
日
㈫
ま
で

問
本
庁
舎
文
化
振
興
課　
内
２
３

８
８

　
敬
老
会
で
配
付
し
た
「
敬
老
祝

い
商
品
券
」
の
有
効
期
限
は
、
１

月
31
日
㈫
ま
で
で
す
。
ま
だ
使
用

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
未
使
用
の
商
品
券
の
換

金
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
２
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
４　
大
信
☎
�
２

１
１
４　
東
☎
�
２
１
１
６

　　
１
月
26
日
は
、「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
で
す
。
貴
重
な
文
化
財
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
市
お
よ
び
白

河
消
防
署
で
は
、
地
元
消
防
団
の

協
力
を
得
て
、
防
御
訓
練
を
行
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
当
日
は
、
消
防
署
員
や

消
防
団
員
が
出
動
し
ま
す
の
で
、

火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

◦
日
時　
１
月
22
日
㈰
／
午
前
９

し
ま
す
。

◦
日
時
　
２
月
５
日
㈰
／
午
後
２

時
30
分
か
ら　
※
午
後
２
時
開
場

◦
会
場
　
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）

◦
入
場
料　
無
料　
※
要
申
込

◦
申
込
方
法　
郵
便
は
が
き
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
〒

963
︲
8533
福
島
中
央
テ
レ
ビ
営
業
企

画
部
「
宮
本
和
知
講
演
会
」、
ま

た
は
本
庁
舎
生
活
環
境
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。「
福
島
中
央
テ

レ
ビ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
み
可
能
で
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
２

◦
日
時　
２
月
５
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

◦
会
場　
ア
ナ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
（
北
中

川
原
）

◦
対
象　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
女
性

◦
定
員　
40
人　
※
先
着
順

◦
内
容　
▽
講
座　
「
心
と
体
を

元
気
に
す
る
〝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ

ラ
ピ
ー
〟」　
▽
講
師　
デ
ュ
ー
ク

ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
タ
イ
リ
ス
ト

鈴す
ず
き姫

か
り
ん
氏

時
か
ら

◦
会
場　
矢
越
神
社
（
東
釜
子
）

問
文
化
財
課
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

☎
�
２
３
１
０

◦
日
時　
１
月
25
日
㈬
／
午
後
１

時
か
ら

◦
会
場　
福
島
地
方
法
務
局
白
河

支
局
３
階
専
用
会
議
室
（
郭
内
）

◦
内
容　
▽
「
遺
言
制
度
に
つ
い

て
」
／
白
河
公
証
役
場　
菅す

が
や谷
久ひ

さ

男お

公
証
人　
▽
「
遺
産
相
続
に
つ

い
て
」
／
法
務
局
職
員　

※
事
前
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
島
地
方
法
務
局
白
河
支
局
☎
�

１
２
０
１

　
元
読
売
巨
人
軍
の
宮み

や
も
と本
和か

ず
と
も知
さ

ん
が
、
野
球
を
通
し
て
学
ん
だ
こ

と
や
選
手
時
代
の
面
白
エ
ピ
ソ
ー

ド
満
載
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
資
格
を
持
つ
須す

が賀
宜の

ぶ
ゆ
き之
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
（
福
島
中
央
テ
レ
ビ
）

と
の
ト
ー
ク
で
は
、
賢
い
消
費
者

に
な
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
）

に
次
の
書
類
を
添
え
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

①
市
税
の
納
税
証
明
書　
②
登
録

希
望
業
種
の
履
行
に
必
要
な
資
格
、

免
許
等
の
写
し

◦
有
効
期
間
　
申
請
日
の
翌
月
ま

た
は
翌
々
月
の
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
㈯
ま
で　

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　

本
庁
舎
工
事
契
約
検
査
室　
内
２

２
５
２

　
お
茶
と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
方

や
、
茶
会
で
の
あ
い
さ
つ
な
ど
一

連
の
動
作
を
体
験
で
き
ま
す
。

◦
日
時
　
２
月
14
日
・
21
日
・
28

日
、
３
月
７
日　
火
曜
日
／
午
前

10
時
～
正
午

◦
会
場
　
翠
楽
苑
（
南
湖
公
園
内
）

◦
受
講
料
　
３
、
２
０
０
円
（
４

回
分
、
入
園
料
等
も
含
む
）

◦
定
員
　
10
人　
※
先
着
順

◦
申
込
開
始
　
１
月
16
日
㈪
か
ら

（
電
話
申
込
可
）

問
翠
楽
苑
☎
�
６
８
８
８

　
福
島
大
学
白
河
サ
テ
ラ
イ
ト
教
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◦
試
験
科
目
　
国
語
、
数
学
、
作

文
、
面
接

◦
試
験
日
　
２
月
８
日
㈬

◦
受
付
期
間
　
１
月
10
日
㈫
～
24

日
㈫
（
郵
送
は
期
間
内
必
着
）

※
募
集
要
項
お
よ
び
出
願
書
類
の

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
送
付

先
の
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
２
号

封
筒
を
同
封
し
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
医
師
会
白
河
准
看
護
学
院

〒
961
︲
0054
白
河
市
北
中
川
原
３
１

３
／
☎
�
３
７
０
１

◦
施
設
名　
聖
ケ
岩
ふ
る
さ
と
の

森
（
大
信
隈
戸
）

◦
募
集
要
項
・
申
請
用
紙　
本
庁

舎
観
光
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
応
募
方
法　
「
指
定
管
理
者
指

定
申
請
書
」
を
持
参
ま
た
は
郵
送

（
期
限
日
必
着
）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。　

◦
応
募
期
限　
１
月
27
日
㈮
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本
庁
舎
観
光
課　
内
２
２
１
５

くらしの情報館
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くらしの情報館

ま
ち
か
ど

案
内

口
座
振
替
に
よ
る
国
民

年
金
保
険
料
の
割
引

餌
付
け
の
禁
止

視
覚
障
が
い
者
の
教
育
相
談

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

白
河
司
法
書
士
総
合
相

談
セ
ン
タ
ー
（
無
料
）

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
講
習
会

高
架
橋
下
駐
車
場
の
利

用
案
内

農
業
に
役
立
つ
情
報
リ

ン
ク
集

２
０
１
７
年
国
際
ホ
ロ
コ

ー
ス
ト
・
デ
ー
講
演
会

飲
用
井
戸
等
給
水
施
設

整
備
事
業
補
助
金

農
林
水
産
物
・
食
品
の

輸
出
相
談
窓
口
の
開
設

だ
る
ま
市
街
頭
募
金

　
白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
毎

年
だ
る
ま
市
街
頭
募
金
で
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
の
善
意
を
、「
世
界
寺
子

屋
運
動
」
や
「
世
界
遺
産
運
動
」、

「
白
河
の
歴
史
的
遺
産
・
文
化
財

保
護
」
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
日
時
　
２
月
11
日
㈷
／
午
前
10

時
～
午
後
３
時

◦
会
場　
天
神
町
（
中
央
公
民
館

入
口
付
近
）

問
白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

（
本
庁
舎
文
化
振
興
課
内
）　
内

２
３
８
３

◦
日
時　
２
月
23
日
㈭
／
午
後
１

時
～
３
時

◦
会
場　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

◦
内
容　
義
肢
な
ど
補
装
具
の
処

方
、
診
察
お
よ
び
医
療
相
談

◦
担
当
医
師　
白
河
厚
生
総
合
病

院
副
院
長
兼
整
形
外
科
部
長　
鈴す

ず

木き
み
き
お

幹
夫
氏

◦
持
参
品　
身
体
障
が
い
者
手
帳

（
お
持
ち
の
方
）
お
よ
び
印
鑑

◦
申
込
期
限　
２
月
15
日
㈬
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
５

　
国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替

で
納
付
す
る
と
、
振
替
方
法
に
よ

っ
て
保
険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に
引

き
落
と
す
と
、
50
円
が
割
引
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
半
年
、
１
・
２
年

分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
こ
と
で
、

納
付
書
で
納
め
る
よ
り
も
割
安
に

な
り
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
安

心
な
口
座
振
替
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
限　
上
期
（
４
月
～
９

月
分
）
の
６
か
月
前
納
お
よ
び
年

度
単
位
の
１
年
前
納
、
２
年
前
納

は
２
月
末
ま
で
、
下
期
（
10
月
～

３
月
分
）
の
６
か
月
前
納
は
８
月

末
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の　
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印　

※
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
ま
た
は
白
河
年
金
事
務
所
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

問
白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４
１
６

　
野
良
猫
に
餌
付
け
す
る
行
為
は
、

残
飯
や
ふ
ん
尿
に
よ
る
衛
生
環
境

の
悪
化
、
花
壇
や
畑
が
荒
ら
さ
れ

る
な
ど
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
野
良
猫

同
士
の
繁
殖
で
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
が
増
え
る
要
因
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
無
責
任
な
餌
付
け
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
定
期
的
に
餌
を
与
え
た

り
、
名
前
を
付
け
た
り
す
る
こ
と

は
、
飼
育
し
て
い
る
の
と
同
じ
で
、

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
が
生
じ
ま

す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
２
１

６
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
２　
大
信
☎
�
２

１
１
３　
東
☎
�
２
１
１
２

　
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40

年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
納
付

済
期
間
が
40
年
に
満
た
な
い
場
合

は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で

１
　
市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
載
っ
て
い
る
農
業
に
役
立
つ
情

報
を
簡
単
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

「
農
業
に
役
立
つ
情
報
リ
ン
ク
集
」

を
創
設
し
ま
し
た
。

　
農
業
に
関
す
る
助
成
事
業
や
新

規
就
農
者
へ
の
支
援
策
、
農
業
の

６
次
化
の
取
り
組
み
な
ど
、
様
々

な
情
報
を
探
す
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
農
政
課　
内
２
２
２
４

　
未
給
水
区
域
に
お
い
て
、
安
全

で
安
心
な
飲
用
水
等
を
安
定
的
に

確
保
す
る
た
め
、
飲
用
井
戸
等
の

給
水
施
設
を
整
備
す
る
方
に
対
し
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◦
対
象
者　
▽
未
給
水
区
域
の
住

宅
に
居
住
す
る
（
ま
た
は
居
住
し

よ
う
と
す
る
）
方
で
、
飲
用
水
等

の
給
水
施
設
を
新
設
し
よ
う
と
す

る
方　

▽
災
害
等
に
よ
り
枯
渇
、

汚
染
ま
た
は
破
損
し
、
飲
用
水
等

の
確
保
が
著
し
く
困
難
に
な
っ
た

施
設
を
所
有
す
る
方

◦
補
助
金
額　
▽
補
助
対
象
額
の

２
分
の
１
以
内
（
上
限
１
０
０
万

円
）　
▽
共
同
利
用
の
給
水
施
設

に
つ
い
て
は
、
補
助
対
象
額
の
２

分
の
１
以
内
（
１
戸
あ
た
り
上
限

１
０
０
万
円
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

水
道
部
☎
�
２
５
４
１

　
農
林
水
産
省
と
日
本
貿
易
振
興

機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
、
皆
さ
ん

に
お
気
軽
に
相
談
い
た
だ
け
る

「
農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
相
談

窓
口
」
を
国
内
各
地
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◦
内
容　
▽
農
林
水
産
省　
輸
出

先
国
の
各
種
規
制
・
制
度
、
輸
出

の
各
種
支
援
事
業
等　
▽
日
本
貿

易
振
興
機
構　
輸
出
先
国
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
情
報
、
見
本
市
・
商
談
会

の
情
報
等

※
地
方
の
相
談
窓
口
は
、「
農
林
水

産
・
輸
出
相
談
」
で
検
索
し
て
く

だ
さ
い
。

問
農
林
水
産
省
☎
０
３
︲
６
７
４

４
︲
７
１
５
５
／
日
本
貿
易
振
興

機
構
☎
０
３
︲
３
５
８
２
︲
５
６

４
６

の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
、

満
額
の
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付

済
期
間
等
が
25
年
（
平
成
29
年
８

月
か
ら
は
10
年
）
以
上
必
要
と
な

り
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
な

い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任

意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
４
／
白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４

１
６
１

　
次
の
高
架
橋
下
に
あ
る
有
料
駐

車
場
の
利
用
者
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◦
駐
車
場
　
昭
和
大
橋
有
料
駐
車

場
（
南
真
舟
地
内　
昭
和
大
橋
下
）

◦
料
金　
月
額
３
、
２
４
０
円

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
道
路
公
社
☎
�
２
１
７
１

　
県
立
盲
学
校
で
は
、
疾
病
な
ど

に
よ
る
視
機
能
低
下
（
著
し
い
視

力
低
下
や
視
野
狭き

ょ
う
さ
く窄

、
視
野
欠
損

等
）
で
、
進
学
や
就
労
に
お
困
り

の
方
の
教
育
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◦
相
談
内
容
　
毎
月
第
２
・
４
週

の
月
曜
日
～
金
曜
日
／
午
前
９
時

～
午
後
４
時

◦
対
象
　
18
歳
以
上
の
方
（
高
校

生
可
）　

問
県
立
盲
学
校
☎
０
２
４
︲
５
３

４
︲
２
５
７
４

　
◦
日
時　
２
月
２
日
、
３
月
２
日

木
曜
日
／
午
後
５
時
～
８
時　
※

要
申
込

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
内
容　
不
動
産
登
記
・
会
社
登

記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、

少
額
の
裁
判
、
成
年
後
見
等
に
関

す
る
法
律
相
談

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

同
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
︲
８
１

︲
５
５
３
９
（
平
日
／
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
～
４
時
）

◦
日
時　
１
月
15
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

◦
会
場　
表
郷
公
民
館
（
表
郷
番

沢
）

◦
内
容　
▽
第
１
部　
美お

い味
し
く

！
簡
単
！
非
常
食
づ
く
り　
▽
第

２
部　
避
難
所
運
営
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
「
さ
す
け
な
ぶ
る
」

※
参
加
希
望
の
方
は
、
事
前
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
藤ふ

じ
た田
☎
０
８

０
︲
５
５
５
７
︲
７
０
７
２

◦
日
時　
１
月
29
日
㈰
／
午
後
１

時
30
分
～
４
時　

◦
会
場　
原
発
災
害
情
報
セ
ン
タ

ー
（
白
坂
）

◦
内
容　
▽
講
演　
「
ナ
チ
時
代

か
ら
現
代
の
ド
イ
ツ
へ
︲
過
去
と

向
き
合
う
難
し
さ
︲
」　

▽
講
師

石い
し
だ田

勇ゆ
う
じ治

氏

◦
入
場
料　
５
０
０
円

問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ウ
シ
ュ
ヴ

ィ
ッ
ツ
平
和
博
物
館
☎
�
２
１
０

８

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相
談
会
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月休日救急医療当番医月の健康相談のお知らせ
歯　科 医 療 機 関 名 住　所 電話番号
５日㈰ 佐 久 間 歯 科 医 院 矢吹町本町 �3118

11日㈷ 佐 藤 歯 科 医 院 中 山 南 �1184

12日㈰ 鈴 木 歯 科 医 院 立 　 石 ㉒6191

19日㈰ 鈴 木 歯 科 医 院 表郷金山 �2029

26日㈰ す ず き 歯 科 矢吹町八幡町 �5555

小児科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
５日㈰ ねもとキッズクリニック 立 石 山 �5623

11日㈷ 岡﨑小児科内科医院 結　　城 �7811

12日㈰ 関 医 院 横 　 町 �3003

19日㈰ 樋口小児クリニック 矢吹町大久保 �2040

26日㈰ みうら小児クリニック 白 　 坂 �1001

内科・外科 医 療 機 関 名 住 所 電話番号
５日㈰ しらかわ腎泌尿器内科クリニック 中 山 南 �2311

11日㈷ すずき内科クリニック 森 ノ 内 �4114

12日㈰ 鈴木ホームクリニック 南 真 舟 �8181

19日㈰ 千 葉 医 院 外 薄 葉 �2080

26日㈰ つかはら内科クリニック 郭 　 内 �1011

２２

■二種混合（ジフテリア・破傷風）予防接種

■ひとり親家庭の就職活動をお手伝いします！

■わくわく子育て教室

妊娠・出産、中学生までの成人向けの

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

実施日 開始時間 会　場　

15日㈬
９:30～ 東保健センター
10:00～ 下羽原集会所

20日㈪ ９:30～ 表郷保健センター

22日㈬
９:30～ 大信保健センター
13:15～ アナビースポーツプラザ

27日㈪ 10:00～ 刈敷坂集会所

　二種混合予防接種は、乳幼児期の三種混合（ジ
フテリア・百日せき・破傷風）予防接種で得ら
れた免疫が低下する時期の小学６年生を対象に、
免疫を高めるため実施しています。
　まだ接種されていない方は、指定医療機関に予
約のうえ接種してください。
◦対象者　小学６年生（11歳以上13歳未満）
※対象の方には、平成28年４月に予診票を配布
　しています。
◦費　用　無料
◦持参品　母子健康手帳、予診票
◦実施場所　指定医療機関（市ホームペ
　　　　　ージで確認していただくか、
　　　　　電話でお問い合わせくださ
　　　　　い）
問健康増進課(中央保健センター )☎�2112

　子どもの心と体の発達や触れ合い方を学ぶ、子
育て教室を開催します。
◦対象者　４か月から９か月までの子どもを持つ
　　　　　保護者の方
◦日　時　２月24日㈮／午前10時～11時30分
◦会　場　アナビースポーツプラザ（北中川原）
◦費　用　無料
◦内　容　▷テーマ「すこやかな成長のために～
　　　　　　早起き・早寝・朝ごはん～そして
　　　　　　挨拶・読み聴かせを中心にして」
　　　　　▷講師　国際医療福祉大学言語聴覚
　　　　　　学科教授　畦

あぜがみ

上恭
やすひこ

彦氏
◦持ち物　母子健康手帳、筆記用具
◦申込期限　２月17日㈮まで
※託児を希望される方は、参加
　申し込み時にお知らせくださ
　い。なお、当日はお子さんの
　託児に必要なものをご準備く
　ださい。
問本庁舎こども支援課☎�2113

　県では、ひとりで子育て中のお母さん、お父さ
んの就職活動の相談窓口を開設しています。
　ひとりで抱え込まず、お気軽にご相談ください。
◦内　容　キャリアカウンセラーが担当制、予約
　　　　　制で継続的なサポートを行
　　　　　います。どんな仕事がいい
　　　　　か一緒に考え、履歴書の書
　　　　　き方や面接の受け方もアド
　　　　　バイスします。

　　　　　※秘密は厳守します。
◦時　間　平日／午前９時～午後４時
　　　　　※年末年始の閉庁日を除く
◦費　用　無料
◦場　所　県南保健福祉事務所（郭内）
◦申込方法　事前に電話でお申し込みください。
問県南保健福祉事務所☎�5647

　インフルエンザは、インフルエンザウイルスに
感染し起こる病気で、38℃以上の発熱、頭痛、
関節痛、筋肉痛等全身の症状が突然現れます。あ
わせて普通の風邪と同じように、のどの痛み、鼻
汁、咳などの症状もみられます。
　子どもはまれに急性脳症を、高齢の方や免疫力
の低下している方は肺炎を伴うなど、重症になる
ことがあります。インフルエンザに感染しないよ
う、日頃から次の予防を心掛けましょう。

　「ひきこもり」とは、様々な要因の結果として
社会的参加（就学、就労、家庭外での交遊など）
を回避し、６か月以上にわたって家庭にとどまり
続けている状態（他者と交わらない形での外出も
あり）です。
　内閣府の調査によると、「ひきこもり」の人が
全国に54万人いると推計されています。
《「ひきこもり」の原因》
　成績の低下・いじめ・職場不適応・病気など、
原因は様々で、はっきりしないこともあります。
《周りの方の理解が必要》
　ひきこもり中の多くの方は、自分に自信が持て
ず、物事を悲観的に考えがちで、社会や家庭の中
で役割を果たせていないことを気にかけていま
す。そうした気持ちに寄り添って、ひきこもりの
状態を決して非難しないことが大切です。
《家族の接し方》
　▷ひきこもりを否定せず、朝晩の挨拶など、コ
　　ミュニケーションに心掛けましょう。
　▷解決には時間が掛かると考え、焦らないよう
　　にしましょう。
　▷ご家族自身も健康に心掛け、相談相手や仲間
　　を探し、孤立しないようにしましょう。

■インフルエンザの季節です

■「ひきこもり」で悩んでいませんか

ｉｐｈｏｎｅ Ａｎｄｒｏｉｄ

ダウンロードはこちら

◦「ひきこもり」相談窓口

▷健康増進課☎�2114（平日／午前８時30
　分～午後５時）
▷県南保健福祉事務所☎�5649（平日／午
　前８時30分～午後５時）
▷県ひきこもり支援センター☎024－546－
　0006（火～土曜日／午前９時30分～午後
　５時30分）、Ｅメールsoudan-fukushima@
　gaea.ocn.ne.jp

　相談は本人でもご家族でも構いません。お
気軽にご相談ください。

　①こまめな手洗いの実施
　②バランスのとれた栄養摂取
　③十分な休養
　④せきエチケットの遵守
　⑤適度な湿度の保持（40％～60％）
　⑥人ごみへの外出を控える
　⑦予防接種

《予防方法》

　①適切な治療を受け、しっかり休
　　養をとる
　②マスクの着用
　③発症後の５日間と、熱が下がっ
　　てからの２日間は自宅療養する

《発症してしまったら》
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種　類 開設日 時 間 会 場 ・ 問 い 合 わ せ 先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

 １日㈬
15日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00

◦本庁舎地下第３会議室
問本庁舎生活環境課　内2168

多重債務、離婚・相
続問題などの法的な
トラブル、被災者の
抱える二重ローン問
題の相談など

８日㈬ 10：00 〜 12：00

22日㈬ 13：00 〜 16：00

市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8：30 〜 17：15 ◦本庁舎生活環境課（１階）

問本庁舎生活環境課内専用電話☎�1717
市行政等に関する相
談

心配ごと相談 14日㈫
28日㈫ 10：00 〜 12：00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関する
ことなど

障がい者相談会
（要予約） 28日㈫ 13：30 〜  　　　  ◦本庁舎地下第１会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談

心の健康相談
（要予約） 22日㈬ 13：30 〜 15：00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎�5649
うつ状態、ひきこも
りなどに関すること

認知症の人と家
族の会 25日㈯ 13：30 〜 15：30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の
相談や話し合いなど

ハートコール
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９：00 〜 18：00 問ハートコール相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ
等に関する相談

《12月１日現在の人口》
▷人口　61,759人（－69）
　男　　30,613人
　女　　31,146人
▷世帯　23,378世帯（－17）
※（　）内は前月比

《２月の日曜窓口》（本庁舎）
▷日時　５日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰
　　　　午前８時30分～正午
《納期限》１月31日㈫
◇市県民税（第４期）
◇国民健康保険税（第７期）
◇介護保険料（第７期）
◇後期高齢者医療保険料（第６期）

《善意の窓》
<愛の基金>
♥10万円　茨木龍芳　様（年貢町）
♥５万円　須永智行　様（五郎窪）
♥５万円　土屋郁夫　様（田町）
♥３万円　鈴木愼一　様（双石）
♥３万円　深谷照男　様（小田川）
♥３万円　松沢幸雄　様（旗宿）
♥５千円   金勝寺ボランティア　佐藤　力　様
<ふるさと納税>
♥５万円　谷川章太　様（大阪府岸和田市）
♥５万円　藤沢達博　様（新潟県燕市）
♥４万円　山内　仁　様（東京都世田谷区）
♥３万円　小山義雄　様（大阪府枚方市）
♥２万円　木村玲子　様（東京都練馬区）
♥２万円　野村勝利　様（兵庫県加古郡稲美町）
♥２万円　広田一彦　様（東京都八王子市）
♥１万円　川崎秀徳　様（静岡県静岡市）
♥１万円　佐藤悦男　様（長崎県長崎市）
<小峰城城郭復元基金>
♥１万円　ライダーズピット白河関 うの花会　様（旗宿）
<スポーツ振興基金>
♥５万円　芝澤昌子　様（会津町）
<コミネスの振興のため>
♥10万円　白河市音楽文化協会　会長　藤田弥五兵衛　様
<学校給食への提供>
♥小松菜　江戸川区学校給食友の会　代表　小原英行　様
<仮設住宅等支援者>
♥日本カイロプラクターズ協会　様 
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《市営住宅の募集》
市営住宅の募集は、毎
月15日に発表してい
ます。詳しく
は、市ホーム
ページをご覧
ください。

（11月分）

実施日 実 施 事 業 所 住 所 時　　間

２日㈭

市 役 所 東 庁 舎 東釜子 10:00～11:00
大 盛 工 業 白 河 工 場 ㈱ 東工業団地 11:30～12:30
夢みなみ農業協同組合東支店 東釜子 14:00～15:00
日 本 金 属 ㈱ 福 島 工 場 東釜子 15:30～16:30

14日㈫ 春雪さぶーる㈱サガミハム白河工場 白 坂 10:00～10:45
白 河 合 同 庁 舎 昭和町 13:00～16:30

16日㈭ 市 役 所 本 庁 舎 八幡小路 10:00～13:00
白 河 厚 生 総 合 病 院 豊 地 14:30～18:00

月の献血２

月の無料相談２

雪 の季節に
 なりました

除雪作業にご協力ください

農業用ハウスに雪害対策を 水道管の凍結に注意を

　路上駐車は、除雪作業の効率が悪くなり、渋滞
の原因となるなど、多くの人の迷惑になります。

　地域内の生活道路や歩道の除雪は、町内会、
消防団、商店会など、各地区での除雪作業に
ご協力をお願いします。

　通学路の除雪は、各学校ごとに作成する
「除雪マニュアル」に基づき
実施します。
　ＰＴＡや町内会のご協力をお
願いします。

　除雪作業を行う場合は、人命優先です。安全を
確保した上で、複数人で行いましょう。また、加
温のためハウス内に家庭用暖房器などを持ち込む
場合は、火災や一酸化炭素中毒に注意しましょう。

　寒さが厳しい夜は、水抜き栓を使用し、水道管
の中の水を抜きましょう。また、水道管や蛇口部
分に保温材を取り付け、凍結を予防しましょう。

　市では、冬期間も市民の皆さんが安心して生活でき
るように、市道の除排雪を行っています。除雪作業には、
市民の皆さんの協力が欠かせません。除雪作業をスム
ーズに進めるためにご協力をお願いします。
問本庁舎道路河川課　内2275 ／各庁
　舎事業課　表郷☎�4786　大信☎�
　2115　東☎�2114

　降雪の多くなる季節になりました。農業用パイプハ
ウスなどへの被害を防ぐため、対策をお願いします。

　気温が氷点下になると、水道管の凍結が起きやすく
なります。定期的な点検で凍結を防ぎましょう。

　道路へ雪を押し出すと、車が乗り上げハンドル
を取られるなど、交通事故の原因となり危険です。

　除雪車が通った後は、どうしても玄関先に雪が
残ってしまうことがあります。残った雪の除雪に
ご協力をお願いします。

　除雪作業後の路面は大変滑りやすく危険です。
また、追い越しをする場合には、除雪車が完全に
停止してから追い越してください。

　冬期間に使用しないハウスのビニールは事前に
撤去しましょう。また、パイプハウスの補強対策
として、筋交い直管や中柱（仮支柱）などを設置
しましょう。

　凍結部分に布などをかぶせて、その上からぬる
ま湯をかけてください。その際は、蛇口は開けた
ままにせず、必ず閉めてください。破裂してしま
った場合は、元栓を止め、お近くの市指定給水装
置工事事業者に修理を依頼してください。

路上駐車は絶対にやめましょう１

除雪作業の安全確保１ 水抜きと保温で凍結防止１

除雪中の作業車には絶対に近づかないでく
ださい２

被害防止のための事前対策を２
水道管が凍結、破裂してしまった場合は２

道路へ雪を出さないようにしましょう３

家の入口や玄関先に残った雪はご家庭で除
雪をお願いします。４

問本庁舎農政課　内2224 問水道部☎�2541

問本庁舎生活環境課　内2166

問本庁舎学校教育課　内2360

　市では除雪の疑問にお
答えする冊子を作成して
います。
　詳しくは、市ホームペ
ージをご覧ください。

歩道の除雪

通学路の除雪
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「広報白河」は、環境にやさしい再生紙
と植物油インキを使用しています。
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　世界屈指の名門サッカークラブ「FCバルセロナ」が主催す
る、ドミニカ国際大会（12/16 ～ 12/18）に、代表遠征メン
バーとして参加する、緑川然くん（表郷小６年）。７月に行わ
れたFCバルセロナサマーキャンプで、約600人の参加者の中
から12人の代表メンバーの１人に選ばれました。
　この大会は、世界各国のバルサスクールの強豪が集結し頂
点を目指すもので、地元サッカークラブ（FCカレラ）に所属
する緑川くんは、「世界レベルの経験を持ち帰り、白河のサッ
カーを盛り上げたい」と意気込みを話してくれました。

人物 ｅｐｏｒｔ
緑
みどりかわ

川　然
ぜん

くん～注目のあの人を紹介～

住　　所：寺小路24-24
営業時間：11:00 ～ 14:30、17:00 ～ 19:30
　　　　　※土日祝日は通しで営業
定 休 日：水曜日

　

あ
す
な
ろ
食
堂
は
、
昭
和
48
年
ご
ろ

白
河
旭
高
校
の
近
く
、
寺
小
路
で
創
業

し
ま
し
た
。

　

創
業
当
時
は
、
ハ
ン
バ
ー
グ
や
ス
パ

ゲ
テ
ィ
な
ど
学
生
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
も

豊
富
で
、
店
内
は
学
校
帰
り
の
学
生
で

と
て
も
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

「
部
活
帰
り
で
お
腹
を
空
か
せ
た
学
生

さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を
見
て
い
た
ら
、
つ
い

つ
い
メ
ニ
ュ
ー
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
増
え

て
い
き
ま
し
た
」
と
当
時
を
振
り
返
る

店
主
の
阿あ

じ字
ト
キ
さ
ん
。

　

お
す
す
め
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
も
や
し
、

ニ
ラ
、
人
参
な
ど
、
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
塩
タ
ン
メ
ン
で
す
。
こ
だ
わ

り
の
原
料
を
指
定
し
て
製
麺
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
麺
に
、
手
も
み
を
加
え
て
仕
上

げ
て
い
ま
す
。

　

塩
味
の
ス
ー
プ
は
、
野
菜
の
甘
み
と

バ
タ
ー
の
風
味
が
や
さ
し
く
溶
け
合
い
、

あ
っ
さ
り
と
し
な
が
ら
も
深
い
コ
ク
が

味
わ
え
ま
す
。「
こ
れ
だ
け
野
菜
が
入
っ

て
い
る
と
体
に
も
良
い
し
、
う
れ
し
い

で
し
ょ
」
と
、
お
客
さ
ん
の
笑
顔
を
い

ち
ば
ん
に
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
あ
す
な
ろ
食
堂
の
ウ
リ
は
ボ
リ
ュ

ー
ム
感
で
す
。
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た

い
方
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
笑

顔
で
話
す
様
子
か
ら
は
、
店
主
の
や
さ

し
い
人
柄
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
白
河
は
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ラ
ー
メ
ン
処
で
、
市
内

に
は
１
０
０
軒
を
超
す
店
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
ー
メ
ン
へ
の
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
お
い
し
さ
を
追
求

す
る
店
主
た
ち
の
思
い
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
号
の締

め
の
一
杯

あ
す
な
ろ
食
堂

第
９
回

《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

《マチイロ（旧ｉ広報紙）》《白河市ホームページ》

最新の情報をチェック アプリで情報チェック
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